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３．リコール関連情報の公表

http://www.mlit.go.jp/RJユーザーへの情報発信を強化するた

 め、平成18年にリコール関係ホーム

 ページを刷新し、順次拡充

リコール情報の検索が可能

不具合情報の書き込みが可能

ユーザーからの不具合情報の検索が

 可能

自動車事故・火災情報の検索が可能

＜自動車不具合情報ホットライン＞

リコール関連情報を国交省ＨＰで公開
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リコール情報の検索（１）
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リコール情報の検索（２）
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リコール情報の検索（３）
リコール届出書

（国土交通省HPで閲覧可能）
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ユ ー ザ ー

自動車不具合情報ホットライン
ホームページ

 
：

 
http://www.mlit.go.jp/RJ/

フリーダイヤル

 
：

 
０１２０－７４４－９６０

２４時間音声受付

 
：

 
03-3580-4434

ユーザーからの不具合情報
（ホームページで公開）

事故情報・不具合情報

警察等の関係機関 自動車メーカー等

総合分析
技術的検証

国土交通省

不具合情報の収集不具合情報の収集
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平成１１年以前
 

自動車に関する相談・苦情窓口としてスタート

※ユーザーからリコール関係の情報が多くなる。

平成１２年
 

ホームページ、フリーダイヤル、２４時間受付を開始

※ユーザーからの情報をデータベース化することが可能となった。

平成１３年
 

ユーザーからの不具合情報をホームページで公表
 （平成13年4月～現在までの情報を公開）

※不正行為発覚後、ユーザーからの情報提供が益々重要となる。

平成１７年以降
 

不具合情報ホットラインの積極的な広報を開始

ホットラインの設立の経緯
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ユーザーからの不具合情報を公開することによって、①同種・
 同車種の不具合に関する情報の提供、②新たな不具合情報
 の提供、を呼びかける。

 より多くの不具合情報が提供されることによって、欠陥車両
 の早期発見に努め、事故・故障の未然防止、また、排出ガス、
 騒音等による公害防止し、環境の保全を図る。

また、ユーザーの関心を引き、ユーザーの保守管理に役立てる。

さらに、不具合情報を提供しているリコール関係ホームページ
 へのアクセスを促すことによって、同ホームページにて、ユー

 ザーに必要な情報提供を行うことが可能となる。

ユーザーからの不具合情報の公開




